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湘
南
港
入
港
初
日
の
夕
方
か
ら
、
６
団

体
の
主
催
に
よ
る
掃
海
艇
「
え
の
し
ま
」

入
港
大
歓
迎
会
を
、
ヨ
ッ
ト
ハ
ー
バ
ー
の

中
に
あ
る
大
ホ
ー
ル
で
開
催
し
、
当
直
員

以
外
の
艇
長
以
下
全
乗
組
員
約
４
０
名
、

６
団
体
会
員
を
中
心
に
、
藤
沢
市
長
は
じ

め
多
く
の
来
賓
を
迎
え
て
年
末
の
多
忙
な

中
入
港
さ
れ
た
艇
長
及
び
前
乗
組
員
へ
の

感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
友
好
を
深
め
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。 

そ
の
よ
う
な
１
２
年
間
の
後
援
会
が
そ

の
幕
を
閉
じ
る
事
と
な
り
誠
に
惜
し
ま
れ

る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
「
海
上
自
衛
隊

掃
海
部
隊
の
編
成
替
え
に
伴
い
、
第
４
１

掃
海
隊
に
所
属
す
る
掃
海
艇
「
え
の
し
ま
」

及
び
「
ち
ち
じ
ま
」
は
他
部
隊
へ
異
動
と

な
る
こ
と
か 

ら
、
下
記
の 

通
り
廃
止
・ 

解
隊
行
事
を 

開
催
致
し
ま 

す
。」
と
言 

う
案
内
状
を 

横
須
賀
地
方 

総
監
か
ら
６ 

団
体
は
受
け 

、
令
和
６
年 

３
月
１
０
日 

１
０
３
０
～ 

１
１
３
０
式 

場
の
海
上
自
衛
隊
横
須
賀
地
方
総
監
部 

逸
見
岸
壁
へ
４
団
体
の
長
が
向
か
い
ま
し

た
。
会
場
は
「
え
の
し
ま
」、
「
ち
ち
じ
ま
」

両
艇
の
乗
組
員
、
関
係
部
隊
指
揮
官
等
多

数
の
海
自
隊
員
、
多
く
の
来
賓
、
隊
友
会
、

水
交
会
そ
し
て
藤
沢
地
区
自
衛
隊
協
力
６

団
体
等
各
種
団
体
、
そ
し
て
乗
組
員
の
家

族
、
友
人
等
の
皆
さ
ん
方
で
岸
壁
一
杯
の

状
況
と
な
っ
た
中
、
定
刻
横
須
賀
地
方
総 
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監
の
第
４
１
掃
海
隊
の
解
隊
そ
し
て
両
艇

と
の
惜
別
の
気
持
ち
が
感
じ
ら
れ
る
訓

示
、
来
賓
あ
い
さ
つ
等
が
あ
り
、「
第
４
１

掃
海
隊
」
の
隊
名
看
板
の
返
納
、
両
艇
艇

長
の
感
謝
の
気
持
ち
と
共
に
力
強
い
出
港

挨
拶
が
総
監
に
対
し
な
さ
れ
た
。
そ
し
て

岸
壁
に
整
列
し
て
い
る
乗
組
員
は
総
監
、

来
賓
、
家
族
等
の
前
を
元
気
よ
く
行
進
し

乗
艇
し
た
。
い
よ
い
よ
出
港
で
あ
る
。
各

種
の
信
号
旗
が
マ
ス
ト
に
揚
が
る
。
そ
し

て
前
甲
板
に
掲
揚
中
の
国
旗
降
下
と
共
に

静
か
に
両
艇
は
思
い
出
多
い
総
監
部
岸
壁

を
離
れ
針
路
を
東
京
湾
に
向
け
た
。
掃
海

艇
「
え
の
し
ま
」
は
「
右
舷
（
み
ぎ
）
帽

振
れ
」
の
号
令
と
共
に
一
斉
に
白
い
制
帽

が
大
き
く
振
ら
れ
、
最
後
に
「
超
長
一
声
」

の
汽
笛
と
共
に
船
足
を
早
め
た
。
行
先
は

大
湊
地
方
総
監
隷
下
部
隊
の
函
館
基
地
隊

に
在
る
第
４
５
掃
海
隊
で
あ
る
。 

数
々
の
功
績
を
残
し
北
国
へ
向
か
っ
た
掃

海
艇
「
え
の
し
ま
」
の
益
々
の
活
躍
を
期

待
し
た
い
。
そ
し
て
６
団
体
と
の
数
々
の

思
い
出
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

令
和
６
年
入
隊
・
入
校
予
定
者
激
励
会 

支
部
理
事
役 

西
村 

剛 

３
月
１
７
日
（
日
）
１
０
時
３
０
分
よ
り
、

藤
沢
市
民
会
館
に
お
い
て
、
藤
沢
募
集
案
内

所
が
担
当
す
る
地
区
（
鎌
倉
市
・
藤
沢
市
・

茅
ヶ
崎
市
・
寒
川
町
）
及
び
、
他
地
区
か
ら

自
衛
隊
を
受
験
さ
れ
、
め
で
た
く
入
隊
・
入

校
予
定
者
と
な
ら
れ
た
若
人
を
招
き
６
団
体

に
よ
る
激
励
会
が
挙
行
さ
れ
た
。
先
ず
は
当

地
区
、
家
族
会
の
江
口
達
也
会
長
に
よ
る
家

族
会
の
概
要
説
明
と
入
会
案
内
が
行
わ
れ
、

そ
の
後
、
入
隊
・
入
校
予
定
者
の
入
場
で
開

始
と
な
っ
た
。 

開
会
の
辞
（
神
奈
川
県
隊
友
会 

湘
南
支
部 

清
崎
忠
圀 

支
部
長
）
、
国
歌
斉
唱
、
主
催
団

体
代
表
者
紹
介
、
主
催
者
代
表
挨
拶
（
藤
沢

防
衛
協
力
会 

桜
井
直
人 

会
長
）
、
防
衛
大
臣

祝
辞
（
映
像
の
上
映
に
よ
る
）、
激
励
の
言
葉

（
藤
沢
地
区
自
衛
官
募
集
相
談
員
会 

岩
澤

亨 

会
長
）
と
続
い
た
。 

入
隊
・
入
校
予
定
者
３
９
名
中
２
４
名
を

迎
え
、
来
賓
も
６
名
様
に
ご
臨
席
を
賜
り
激

励
の
ご
祝
辞
を
い
た
だ
い
た
。 

記
念
品
の
贈
呈
が
、
鎌
倉
防
衛
協
会 

大
森

道
明
会
長
に
よ
り
、
予
定
者
一
人
ひ
と
り
に

手
渡
さ
れ
た
。 

入
隊
・
入
校
予
定
者
を
代
表
し
、
加
藤
大

己
様 

が
、
こ
れ
か
ら
待
ち
受
け
る
幾
多
の
試

練
を
必
ず
や
乗
り
越
え
て
行
く
と
の
決
意
表

明
と
、
今
回
の
激
励
会
の
開
催
に
対
す
る
謝

辞
を
述
べ
ら
れ
た
。 

 

 

【
藤
沢
地
区
自
衛
隊
協
力
６
団
体
と
掃
海

艇
「
え
の
し
ま
」
と
の
友
好
関
係
に
つ
い
て
】 

湘
南
支
部
長 

清
﨑
忠
圀 

 

掃
海
艇
「
え
の
し
ま
」
は
今
か
ら
１
２

年
前
の
平
成
２
４
年
（
２
０
１
２
）
３
月

２
１
日
に
就
役
し
横
須
賀
地
方
隊
第
４
１

掃
海
隊
に
編
入
さ
れ
ま
し
た
。
掃
海
艇
「
え

の
し
ま
」
の
名
称
は
も
ち
ろ
ん
藤
沢
市
に

あ
る
「
江
の
島
」
に
由
来
し
、
こ
の
就
役

を
祝
う
式
典
に
招
待
さ
れ
た
藤
沢
地
区
自

衛
隊
協
力
６
団
体
の
各
代
表
者
は
、
造
船

所
岸
壁
か
ら
就
役
行
事
を
終
わ
り
、
自
衛

艦
旗
を
は
た
め
か
せ
な
が
ら
横
須
賀
総
監

部
へ
と
初
航
海
を
す
る
「
え
の
し
ま
」
を

見
送
り
、
そ
の
帰
路
誰
と
も
な
く
「
え
の

し
ま
」
の
後
援
会
を
創
ろ
う
で
は
な
い
か

と
の
声
と
な
り
そ
の
規
約
も
で
き
掃
海
艇

「
え
の
し
ま
」
と
の
交
流
が
始
ま
り
ま
し

た
。 

 

そ
の
時
の
藤
沢
地
区
募
集
相
談
員
会
会

長
、
自
衛
隊
家
族
会
湘
南
地
区
会
会
長
、

茅
ケ
崎
・
寒
川
防
衛
協
会
会
長
、
鎌
倉
防

衛
協
会
会
長
の
４
名
の
方
は
既
に
他
界
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
を
知
る
団
体
は
元
藤

沢
防
衛
協
力
会
会
長
の
金
子
勇
二
氏
と
現

隊
友
会
湘
南
支
部
長
清
﨑
忠
圀
の
２
名
と

な
り
ま
し
た
。 

 

掃
海
艇
「
え
の
し
ま
」
は
藤
沢
市
の
要

請
に
応
え
コ
ロ
ナ
禍
の
期
間
を
除
き
ほ
ぼ

毎
年
１
２
月
下
旬
の
３
日
間
、
関
東
三
大

イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
認
定
の
「
湘
南
の
宝

石
フ
ェ
ス
タ
」
に
参
加
す
る
た
め
江
の
島

の
湘
南
港
に
入
港
、
横
付
け
し
夜
間
は
素

晴
ら
し
い
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
観

光
客
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

ま
た
昼
間
は
艇
内
の
一
般
公
開
を
実
施
し

多
く
の
市
民
に
掃
海
艇
の
見
学
、
案
内
、

説
明
を
行
い
、
海
上
自
衛
隊
の
大
き
な
Ｐ

Ｒ
に
寄
与
し
ま
し
た
。 

 

 

 

 

 

清﨑支部長による開会の辞 

記念写真撮影 

 

 

 

４団体の長 

 

 

 

 

「第４１掃海隊」解隊行事 
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①
病
理
学
的
な
明
ら
か
な
因
果
関
係
は
証
明
さ
れ

て
い
な
い
、
②
統
計
的
な
相
関
関
係
に
つ
い
て
も

実
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
明
確
で
は
な
い
、
と
す
る
意

見
が
主
流
で
あ
り
ま
す
。
巷
に
流
布
す
る
反
ワ
ク

チ
ン
的
言
辞
は
現
在
の
と
こ
ろ
「
妄
言
」
と
見
做

し
て
お
く
の
が
妥
当
で
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

更
に
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
１
９
に
限
ら
ず
予
防
接
種
全

般
に
言
え
る
こ
と
で
す
が
、
そ
の
効
果
と
し
て
感

染
・
発
症
予
防
、
重
症
化
予
防
と
い
っ
た
個
人
防

衛
に
係
る
も
の
だ
け
考
え
が
ち
で
す
が
、
高
い
接

種
率
を
維
持
す
る
こ
と
で
い
わ
ゆ
る
「
集
団
免
疫
」

を
成
立
さ
せ
感
染
流
行
の
蔓
延
を
防
止
す
る
と
と

も
に
社
会
全
体
の
重
症
者
数
を
増
加
さ
せ
な
い
こ

と
で
人
的
物
的
な
医
療
資
源
の
枯
渇
を
抑
止
す

る
、
と
い
う
社
会
防
衛
・
国
家
防
衛
ひ
い
て
は
種

族
防
衛
上
重
要
な
意
義
が
あ
る
こ
と
を
念
頭
に
置

い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
予

防
接
種
を
受
け
る
こ
と
は
、
ひ
と
り
わ
が
身
の
た

め
の
み
な
ら
ず
重
要
な
社
会
貢
献
な
の
で
す
。 

 

か
か
る
視
点
か
ら
、
不
幸
に
し
て
予
防
接
種
に

よ
る
健
康
被
害
を
受
け
た
方
々
に
対
し
て
は
戦
死

者
・
傷
痍
軍
人
（
自
衛
官
・
警
察
官
・
消
防
官
・

海
上
保
安
官
等
の
殉
職
者
公
傷
者
を
含
む
）
と
同

等
な
い
し
は
「
職
務
に
起
因
す
る
も
の
で
は
な
い
」

と
い
う
事
情
を
勘
案
す
れ
ば
よ
り
以
上
の
物
心
両

面
に
わ
た
る
厚
い
支
援
礼
遇
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

記
事
の
訂
正 

２
月
号
支
部
長
記
事
「
」
に
お
い
て
、
一
面
３

段
目
左
か
ら
７
行
目
「
テ
ン
ト
各
国
の
主
要
な
、

簡
易
ベ
ッ
ト
・
・
・
」
の
「
各
国
の
主
要
な
」
は

不
要
な
記
述
で
し
た
。 

最
後
は
、
茅
ヶ
崎
・
寒
川
防
衛
協
会 

山
本
哲 

会

長 
に
よ
り
、
閉
会
の
辞
で
締
め
括
ら
れ
、
参
列
者
総

員
に
よ
る
記
念
写
真
撮
影
で
晴
れ
や
か
な
る
激
励
会

が
終
了
と
な
っ
た
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

令
和
６
年
度 
湘
南
支
部
「
防
衛
講
演
会
」
予
定 

日 

時
：
令
和
６
年
５
月
２
５
日(

土)

１
４
：
１
５ 

～ 

１
５
：
３
０ 

場 

所
：
藤
沢
市
商
工
会
館
「
ミ
ナ
パ
ー
ク
」(

５
階

５
０
２
会
議
室)

 

講 

師
：
特
定
非
営
利
活
動
法
人 

日
本
核
シ
ェ
ル

タ
ー
協
会 

理
事
兼
事
務
局
長 

川
嶋
隆
寛
（
か
わ
し
ま 
た
か
ひ
ろ
）
氏 

演 

題
： 

『
海
外
事
例
に
み
る
民
間
防
衛
と
シ
ェ
ル

タ
ー
に
つ
い
て
』 

連
絡
先
：
湘
南
支
部 

防
衛
講
演
会
担
当 

高
鹿
治
雄 

メ
ー
ル
：k

o
h
r
ok
u@
r
ok
um
ei
k
an

-
ic
o
mn
et
.c
o
m
 

（
担
当
理
事
役
高
鹿
治
雄
） 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

災
害
時
に
活
躍
す
る
医
療
チ
ー
ム 

支
部
理
事
役 

皷 

達
也 

（
訪
問
看
護
師
・
神
奈
川
県
災
害
支
援
ナ
ー
ス
） 

２
０
２
４
年
元
旦
「
令
和
６
年
能
登
半
島
地
震
」

が
発
生
し
、
様
々
な
医
療
チ
ー
ム
が
救
援
に
向
か
っ

た
。
災
害
時
要
配
慮
者
（
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
乳

幼
児
、
妊
産
婦
、
児
童
、
傷
病
者
、
外
国
人
な
ど
）

へ
の
対
応
は
重
要
で
あ
る
。
今
回
は
数
あ
る
医
療
チ

ー
ム
の
一
部
を
紹
介
す
る
。 

・
自
衛
隊
：
医
療
、
入
浴
、
炊
事
、
物
資
搬
送
、
イ

ン
フ
ラ
整
備
、
後
述
す
る
医
療
チ
ー
ム
や
患
者
を
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
で
輸
送
な
ど
の
支
援
も
可
能
な
多
才
で

完
全
な
自
己
完
結
型
の
組
織
。 

・
日
本
赤
十
字
社
の
災
害
救
護
班
：
１
８
８
８
年
に

起
き
た
福
島
県
磐
梯
山
噴
火
災
害
が
初
の
災
害

活
動
で
あ
る
。
も
と
は
戦
時
救
護
の
対
応
の
み
で

あ
っ
た
。
当
時
の
皇
后
陛
下
（
昭
憲
皇
太
后
）
の

後
押
し
も
あ
り
、
災
害
派
遣
を
決
定
し
た
。
現
在

は
国
内
唯
一
の
血
液
事
業
や
多
数
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
チ
ー
ム
も
備
え
て
お
り
医
療
組
織
で
は
国
内

最
大
の
災
害
対
応
能
力
を
有
す
る
。 

・
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
（Di

sa
st
e
r 
Me
d
ica

l
 A
s
si
st
an
c
e 

 

編
集
後
記 

１
６
日
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
南
西
部
レ
イ
キ
ャ
ネ

ス
半
島
で
昨
年
１
２
月
以
降
４
度
目
の
火
山
が
噴

火
し
た
。 

今
後
と
も
各
種
ジ
ャ
ン
ル
に
亘
る
、
ご
寄
稿
の

ご
協
力
を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

「支部の予定」 

 

・04/06（土） 

 第１回支部理事役会 

・04/17（水） 

 ４月隊友紙発送 

 

T
e
am

）：
よ
く
聞
く
医
療
チ
ー
ム
と
思
う
。
阪
神
・
淡

路
大
震
災
の
際
に
初
期
医
療
体
制
の
遅
れ
に
よ
り
避

け
ら
れ
た
災
害
死
が
多
数
発
生
し
た
。
そ
の
教
訓
を

活
か
し
て
平
成
１
７
年
に
発
足
し
た
。
急
性
期
（
お

お
む
ね
４
８
時
間
以
内
）
か
ら
活
動
で
き
る
機
動
性

を
持
ち
外
傷
な
ど
の
対
応
を
行
う
。 

・
Ｄ
Ｐ
Ａ
Ｔ
（Di

s
as
te
r
 P
s
yc
hi
at
r
ic
 As

si
s
ta
nc
e 

T
e
am

）：
精
神
科
領
域
に
特
化
し
た
チ
ー
ム
。
東
日
本

大
震
災
で
も
精
神
科
医
の
チ
ー
ム
の
活
動
が
あ
っ
た

が
組
織
化
は
さ
れ
て
お
ら
ず
、
活
動
後
も
大
き
な
ス

ト
レ
ス
を
抱
え
Ｐ
Ｔ
Ｓ
Ｄ
を
発
症
す
る
被
災
者
が
増

加
し
た
。
２
０
１
３
年
に
厚
生
労
働
省
に
よ
り
設
立

さ
れ
た
。
２
０
１
４
年
８
月
に
発
生
し
た
広
島
土
砂

災
害
が
初
の
派
遣
活
動
と
な
っ
た
。
精
神
科
医
が
必

ず
配
置
さ
れ
、
Ｄ
Ｍ
Ａ
Ｔ
と
異
な
り
向
精
神
薬
な
ど

を
処
方
で
き
る
。
精
神
疾
患
以
外
に
、
避
難
所
な
ど

で
不
安
を
抱
え
る
人
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
も
専
門
と

す
る
。 

・
Ｄ
Ｈ
Ｅ
Ａ
Ｔ
（d
is
as
t
er
 
he
a
lt
h
 
e
m
er
ge
n
cy 

a
s
si
s
ta
nc
e 
t
ea
m

）：
災
害
時
健
康
危
機
管
理
支
援

チ
ー
ム
。
被
災
地
の
保
健
医
療
調
整
本
部
・
保
健
所

が
行
っ
て
い
る
指
揮
調
整
機
能
を
応
援
し
災
害
死
と

二
次
的
な
健
康
被
害
を
最
小
化
す
る
と
い
う
公
衆
衛

生
を
担
う
。
メ
ン
バ
ー
は
医
師
・
歯
科
医
師
・
薬
剤

師
・
獣
医
師
・
保
健
師
・
臨
床
検
査
技
師
・
精
神
保

健
福
祉
士
、
環
境
衛
生
監
視
員
・
食
品
衛
生
監
視
員

な
ど
職
域
が
広
い
の
が
特
徴
。 

・
Ｊ
Ｄ
Ａ
‐
Ｄ
Ａ
Ｔ
（T

h
e 

J
ap
a
n 

Di
e
te
ic 

A
s
si
s
oc
ia
ti
o
n
-
Di
s
as
te
r
 A
s
si
s
ta
n
c
e
 Te

am

）：

大
規
模
な
自
然
災
害
が
発
生
し
た
場
合
、
緊
急
栄
養

補
給
物
資
の
支
援
な
ど
の
栄
養
・
食
生
活
支
援
活
動

を
通
じ
、
被
災
地
支
援
を
行
う
栄
養
士
の
チ
ー
ム
で

あ
る
。
非
常
食
の
種
類
は
充
実
し
つ
つ
あ
る
が
、
誰

も
が
備
蓄
し
避
難
所
に
も
備
蓄
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
。
発
災
当
初
、
避
難
所
に
届
く
食
事
は
菓
子

パ
ン
や
お
に
ぎ
り
だ
け
な
ど
乳
児
や
要
介
護
者
が
摂

取
す
る
こ
と
が
難
し
く
、
若
い
人
で
も
栄
養
面
に
不

安
が
残
る
。
そ
ん
な
と
こ
ろ
を
フ
ォ
ロ
ー
し
て
く
れ

る
チ
ー
ム
で
あ
る
。 

・
Ｊ
Ｒ
Ａ
Ｔ
（Ja

pa
n D

is
as
t
er R

eh
ab
i
li
ta
t
io
n 

A
s
si
s
ta
nc
e 
T
ea
m

）：
東
日
本
大
震
災
時
に
発
足
し 

た
リ
ハ
ビ
リ
支
援
活
動
の
組
織
。
能
登
半
島
地
震

で
は
避
難
所
や
被
災
地
の
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
で
高

齢
者
の
リ
ハ
ビ
リ
支
援
を
実
施
し
福
祉
分
野
に
強

い
チ
ー
ム
で
あ
る
。 

・
Ｄ
Ｗ
Ａ
Ｔ
（Di
sa
st
e
r We

l
far

e
 A
s
si
st
a
nc
e 

T
e
am

）：
災
害
派
遣
福
祉
チ
ー
ム
。
社
会
福
祉
士
、

介
護
福
祉
士
、
保
育
士
な
ど
の
福
祉
専
門
職
で
構

成
さ
れ
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
な
ど
の

福
祉
支
援
、
生
活
機
能
の
低
下
が
招
く
健
康
二
次

被
害
の
防
止
を
担
う
。
災
害
時
要
配
慮
者
へ
の
支

援
が
主
で
あ
る
。 

被
災
し
た
医
療
者
・
病
院
や
高
齢
者
施
設
の
代

替
要
員
・
避
難
所
の
感
染
対
策
や
体
調
不
良
者
の

早
期
発
見
な
ど
被
災
地
の
健
康
管
理
・
公
衆
衛
生

分
野
で
活
躍
し
て
い
る
。 

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
― 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症 

（
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
１
９
）
予
防
接
種
に
つ
い
て 

支
部
理
事
役 

藤
間
順
一 

こ
の
４
月
か
ら
、
Ｃ
Ｏ
Ｖ
Ｉ
Ｄ
‐
１
９
の
治
療

や
予
防
接
種
に
対
す
る
公
費
補
助
が
終
了
す
る
こ

と
に
伴
い
、
特
に
予
防
接
種
に
関
し
て
今
後
の
対

応
を
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
が
会
員
内
に
も
多
い
こ

と
と
思
わ
れ
ま
す
。 

そ
こ
で
、
予
防
接
種
に
つ
い
て
医
師
の
立
場
か

ら
一
言
申
し
述
べ
ま
す
。
無
論
、
感
染
症
や
呼
吸

器
疾
患
の
専
門
家
で
は
な
い
者
の
私
見
で
あ
り
、

専
門
家
か
ら
見
れ
ば
「
門
外
漢
の
戯
言
」
と
一
蹴

さ
れ
る
代
物
か
も
し
れ
な
い
こ
と
を
最
初
に
お
こ

と
わ
り
致
し
ま
す
。 

ま
ず
予
防
接
種
の
メ
リ
ッ
ト
と
し
て
①
感
染
・

発
症
予
防
効
果
に
つ
い
て
は
強
力
と
は
言
い
難
い

も
の
の
確
か
に
認
め
ら
れ
る
、
②
重
症
化
予
防
に

つ
い
て
は
明
ら
か
に
有
効
で
あ
る
、
の
二
点
は
間

違
い
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。 

さ
て
デ
メ
リ
ッ
ト
で
す
が
、
筋
肉
痛
・
関
節
痛
・

発
熱
・
倦
怠
感
と
い
っ
た
副
反
応
は
他
の
予
防
接

種
に
比
べ
て
些
か
強
い
の
は
確
か
で
す
。
ま
た
主

に
血
管
病
変
を
主
体
と
す
る
と
言
わ
れ
る
往
々
に

し
て
死
亡
に
至
る
よ
う
な
重
大
健
康
被
害
が
取
り

ざ
た
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
に
関
し
て
は
、 
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